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校長 加 瀬 良 一

１２月はふたご座流星群や土星の輪を観ることができましたが、先日１月２４日（土）

に行われた星空観察会も、快晴の観察日和となりました。月や木星、土星が観られる好

条件で、特に大学生が操作協力してくれた、天体望遠鏡で観た月のクレーター、木星の

縞模様や衛星、土星の輪に目を輝かせている児童の姿が印象的でした。

さて、乾燥が続いたり、気温の変化が大きかったりと気候が安定していません。対応として服装で調節できる

よう工夫し、体調管理を行うことが大切です。また、御所見小では今のところ大丈夫ですが、市内全体ではイン

フルエンザの増加傾向が見られます。石けんによる手洗い・換気・水分補給など、今一度感染予防に対する基本

的な生活習慣の徹底を心がけてほしいと思います。

３学期はそれぞれの学年が次の学年や中学校に進むために、１年間のまとめをするとともに、準備をする学期

でもあります。学年等が進むにつれて、学習内容の量が増え、質も高まります。そこで、『なぜ学ぶ必要がある

のか（学びの意義）』を考え、自ら学習に向かう意欲や姿勢も改めて準備してほしいと思います。

＜なぜ学ぶ必要があるのか＞

学校では、国語・算数・理科・社会…の様々な教科に加え、学級活動や学校行事等の特別活動も含めた多様な

学びが行われています。小学校低・中学年での各教科の学習内容は基礎的・基本的なものが多く、将来的にも実

生活で直接的に必要とされることが多いので、学ぶことに素直に向かっている場合が多いと思います。しかし、

高学年や中学校になると、実生活では直接的に使わないような内容の学習も増えてきます。そこで壁にぶつかり、

学習意欲が低下してしまったとき等に考えがちなことは、「一部の専門的な職業等しか使わないであろう内容を

なぜ学習しなくてはならないのか」という疑問です。

＜各教科等の「見方・考え方」とは＞

その一つの答えとして、新学習指導要領に示された、各教科等の「見方・考え方」があります。「見方・考え

方」は、教科等の本質、その中核です。各教科等の「見方・考え方」を端的に示すと、例えば、国

語科であれば、言葉や文章に目を向けて、言葉の意味を問い直し意味付けること。社会科であれば、

社会事象に目を向けて、社会の機能を追究すること。算数科や数学科であれば、数理に目を向けて、

論理的に考えること。理科であれば、自然事象に目を向けて、科学的に探究すること、などと言え

ます。

＜総合的な学習の時間で例えると＞

総合的な学習の時間で、稲作をしながら食糧生産について探究していく子どもの学びを例に考えてみましょう。

稲の生育過程を記録し、気温や日照条件などと関係付けて科学的に探究することは理科の見方・考え方を活用し

ています。栽培品種の地域的な広がりを地形や物流などと関連付けて社会の機能を追究するこ

とは社会科。米のもつ独自の栄養価を自分の食生活に生かそうとすることは家庭科。このよう

に同じ事物や現象でも、各教科等の見方・考え方を働かせることで、多様に事象を捉え、幅広

く認識し、豊かに関わることにつながります。私たちは、日々の暮らしや生活の中において、

各教科等の見方・考え方を働かせているのです。ですから、生活の中で直接、方程式等を使わ



なくても、算数・数学的な「見方・考え方」で物事を捉えていることはよくあると思います。これが、様々な教

科等をなぜ学ぶ必要があるのかという、学びの意義の一つになります。

また、それぞれの教科を学ぶ中でその子なりの得意分野ができます。現代は様々な分野の専門性がより深くな

り、一人で行うよりもそれぞれの専門性をつなぎ、より高度な製品を生み出したり、新たな課題に対応したりし

ていくことが求められています。どのような専門性の組み合わせが適切なのかをコーディネートする能力も必要

です。その実現には、全教科を見渡せる基礎的な知識が必要になります。これも全教科を学ぶ意義の一つだと思

います。
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【 藤 沢 市 教 育 委 員 会 か ら の お 知 ら せ 】

藤 沢 市 教 育 委 員 会 で は 、 令 和 ８ 年 ４ 月 か ら 見 守 り 端 末 に よ る 「 子

ど も 見 守 り サ ー ビ ス 」 を ス タ ー ト し ま す 。

詳 細 は ２ 月 ９ 日 に 「 す ぐ ー る 」 で 配 信 （ 現 １ ～ ５ 年 生 ） を 予 定 し

て お り ま す 。 な お 、 次 の Ｑ Ｒ コ ー ド か ら 説 明 動 画 を 見 る こ と も 可 能

で す 。 ご 興 味 の あ る 方 は ご 確 認 く だ さ い 。

２・３月の行事予定

２／ ２（月）テストメール配信 安全点検 ４（水）６年生を送る会

給食費引き落とし日（１２月分） ３－３そろばん教室

４（水）４－２講師によるICT実践授業（６校時） ６（金）３－１・２そろばん教室

４－２以外は５時間授業 ６年中学授業・部活動体験（午後）

５（木）５くみ公開日 ６年薬物乱用防止教室 １２（木）お別れ式 全学年５時間授業

６（金）４－２ ５時間授業 PTA運営委員会 １３（金）全学年４時間授業（事務作業のため）

１１（水）建国記念の日でお休み １６（月）全学年４時間授業（事務作業のため）

１３（金）５くみ授業参観・懇談会 １７（火）給食最終 卒業式予行 ４時間授業

１７（火）４年授業参観・懇談会 １８（水）卒業式前日準備 ３時間授業

１８（水）委員会活動（最終回） １９（木）卒業式 １～５年お休み

１９（木）３年授業参観・懇談会 ２０（金）春分の日でお休み

２０（金）１・２年授業参観・懇談会 ２３（月）３時間授業

２３（月）天皇誕生日でお休み ２４（火）大そうじ ３時間授業

２６（木）３校合同学校運営協議会（御所見中） ２５（水）修了式・離退任式 ３時間授業

３／ ２（月）テストメール配信 安全点検 ２６（木）春休み～４／５（日）まで

給食費引き落とし日（１月分） ３１（火）給食費引き落とし日（２・３月分）

※学校ホームページを更新していますので是非ご覧ください。


